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研究概要 

日本では年々平均寿命が延長し、健康寿命も延長している。しかし、平均寿命と健康寿命の差は平成 13 年度の

男性で 9.3 歳、令和元年度の男性で 8.7 歳、平成 13 年度の女性で 12.4 歳、令和元年度の女性で 12.1 歳と、この

10 年間に顕著な短縮は認められていない。健康寿命に影響を及ぼす疾患には脳卒中、心不全、認知症などがあり、

メタボリックシンドロームがこれらの疾患の引き金となる。メタボリックシンドロームの予防には食生活の改善や

運動の励行が欠かせないことから、本課題においては、食生活の改善に着目した。すなわち、食生活に直結する食

事（アンチエイジング弁当）の開発を通して、健康寿命の延伸に悪影響をおよぼす疾病の発症を予防し、疾病の進

行を阻止することを目的として研究を進めた。2021 年度はアンチエイジング弁当に資する食用資源の探索と機能性

評価を行うとともに、実際にアンチエイジング弁当のレシピを考案し弁当の実現に向けて、食材の探索を行った。 

研究成果 

 ① アンチエイジング弁当に資する食用資源の探索と機能性評価 

 食後に血糖値は上昇するが、食後の高血糖が長時間に及ぶことは 2 型糖尿病の発症リスクにつながる。そこで、

食後の血糖上昇を抑制するための食用資源を探索した。その結果、サラシアやカンカニクジュヨウは食事に含まれ

る糖の吸収を抑制することが確認された。 

 日本人のタンパク質摂取量は年々減少しており、タンパク質摂取不足は高齢者の骨格筋萎縮（サルコペニア）に

つながると考えられる。筋肉量の減少は全身でのブドウ糖消費量の減少を引き起こし、血糖管理の不良を引き起こ

す。タンパク質以外のエネルギーや糖質は一定のままで、タンパク質エネルギー比率を大きく変動させた試験食を

喫食した際の食後血糖変動を調べた。その結果、タンパク質エネルギー比率の高い（タンパク質の多い）食事構成

は食後血糖変動を緩やかにすることを明らかにした。 

 高血糖状態が持続すると、糖は非酵素的糖化反応を介して血液中のタンパク質と結合し、終末糖化産物

（Advanced Glycation End-products；AGEs）を生じる。AGEs は糖尿病関連疾患、皮膚の老化および動脈硬化症等

を引き起こすことから、健康寿命延長の妨げとなる。近畿大学付属農場で栽培されたマンゴーの葉の抽出物中に

AGEs 産生抑制作用と抗酸化作用を見出し、その有効成分を同定した。 

 脳内における酸化ストレスの増加はパーキンソン病（PD）やアルツハイマー病（AD）をはじめとする神経変性疾

患において観察され、病態の進行と関係していると考えられている。極長鎖一価不飽和脂肪酸ネルボン酸（NA）

が、PD モデル細胞において神経保護効果を有することを明らかにした。さらに、ダバナ（Artemisia pallens）精

油が認知症の予防に関わるβ-セクレターゼ、認知症の症状緩和に関わるコリンエステラーゼを有意に阻害するこ

とを明らかにし、その酵素阻害有効成分を単離同定した。 

 米糠やトマト種子に、皮膚保湿や美白効果を期待できる成分が含まれることを明らかにした。また、乳酸菌

（Lactobacillus acidphilus L-92 株：L-92) の継続的な摂取は、腸管免疫の変化を介して全身免疫のバランスを

正常化させることでアトピー性皮膚炎の発症を抑制することを明らかにした。 

 乳酸菌（Lactobacillus paracasei ）によるコレステロール吸収抑制効果を確認した。さらに、果実収穫後の剪

定時に得たウンシュウミカン（Citrus unshiu）の葉にリパーゼ阻害作用を確認し、主な有効成分を同定した。こ

れらは、肥満予防効果につながると考えられる。 

 ② アンチエイジング弁当メニューの考案 

 食後の血糖値変動を緩やかにし、食後高血糖を防ぐメニューを考案した。GI (Glycemic index)は食品に含まれ

る糖質の吸収度合いを示す指標として知られている。例えば大豆食品などは GI 値が低い傾向にあり、食物繊維を



多く含む野菜や果物なども低 GI 値の食品に該当する。タンパク質エネルギー比率の高い（タンパク質の多い）食

事構成は食後血糖変動を緩やかにすることから、良質なタンパク質を豊富に含む食材や GI 値の低い食材をうまく

組み合わせることで食後血糖変動を緩やかにする食事構成（メニュー）を検討中である。主食の食材として、農学

部の技術協力で開発された、ビタミン E を強化した金賞健康米の使用を検討している。さらに、『アンチエイジン

グ弁当の開発』のサテライト企画として行った“オール近大”新型コロナウイルス感染症対策支援プロジェクト

「ポスト・コロナを見据えた東大阪まちおこし支援」を通じて JA グリーン大阪と交流し、東大阪市の特産品であ

りミネラルが豊富なオカワカメを食材の候補として考えている。 
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